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未
来
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ご
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地
域
福
祉

〜
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
〜

佐久山おもいやり隊会食会参加　佐久山小

災害図上訓練　佐久山中

ぼくらのまちのウォークラリー

地区社協食事サービスボランティア参加　大田原中

中高生が考える福祉のまちづくり IN 大田原

認知症にやさしい地域を考えよう！ IN 紫塚
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平成29年度大田原市社会福祉協議会 事業計画・収支予算平成29年度大田原市社会福祉協議会 事業計画・収支予算
「おたがいをおもいやりたのしくわらって くらせるまち おおたわら」 をめざして

・・・・・・・・・・20,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100,000円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,923円

・・・・70,000円

♥ 大田原生活学校くらしの会 様
♥ 匿名希望 様
♥ 匿名希望 様
♥ 関東西濃運輸株式会社大田原支店 様

大田原市社会福祉協議会寄付

・・・・・・・・・・・折り紙細工
・・・・・・・・・60,000円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハガキ229枚
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タオル77本

♥ 大田原商工会議所女性部 様
♥ 栗原　敏子 様（439回・440回）
♥ 室井　幸子 様
♥ 鈴木　チヤ 様

大田原市善意銀行寄付

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・146,853円
・・・・・・・30,000円

♥ つぼみ会　様
♥ 大田原ライオンズクラブ支部　様

大田原市地域福祉基金寄付

寄付報告
　平成２９年３月１６日から５月１５日までに、社会福祉のため
にお寄せいただいた寄付の報告です。
　皆様の温かい善意に心より感謝申し上げます。
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〜
会
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会
費
の
お
願
い
〜

　

社
協
会
員
と
は
、社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
に
賛
同
し
、大
田
原

市
の
地
域
福
祉
活
動
を
財
政
面

で
支
え
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。毎

年
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員

会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
年

度
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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み
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福
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の
う
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へ
）

○
福
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員
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援
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協
だ
よ
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○
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福
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く
り
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害
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ラ
ン
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ィ
ア
講
座

　

等
の
開
催

※

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

　

年
間
を
通
し
て
会
員
を
募
集
し
て

　

い
ま
す
。

◆賛助会員
（福祉施設等）

会員種類 金額（１口）

◆普通会員
（自治会を通して募集）

◆特別会員
（事業所、店舗等） 

5,000円

500円

1,000円

収入の部

支出の部

3月22日開催の理事会、3月23日開催の評議員会において、平成29年度の事業計画及び予算が承認されました。

●生活困窮者自立支援事業            ●安心生活見守り事業
●福祉教育（ふくし共育）推進事業    ●地域福祉活動計画の推進重点事業

Ⅰ 地域福祉の推進・発展のための人づくり、地域づくり事業
1.安心生活見守り事業
　① 市内12地区で見守り活動を展開
2 .第2次地域福祉活動計画・地域福祉活動計画の推進/第３次計画策定準備
3.小地域福祉活動
　① 福祉委員（小地域福祉ネットワーク）活動推進事業　② 地区社会福祉協議会活動支援　
　③ 友愛訪問活動の支援
4.ボランティア活動の振興
　① ボランティアセンター推進事業（相談、講座の開催等）　② 災害にも強い地域づくり事業
5.福祉教育（ふくし共育）推進事業
　① 小中学校での福祉教育の支援　　② ぼくらのまちのウォークラリーの支援　　
　③ 社協だよりの編集・発行、ホームページの運営　
　④ 社会福祉士養成課程実習生の受入・指導
6.大田原市介護支援ボランティアポイント制度事業
　「いきいき活動」による介護予防の推進

Ⅱ 福祉サービスを利用しやすくするための支援事業
1.総合相談事業の実施　① 心配ごと相談　② 福祉金庫貸付事業　③ 生活福祉資金貸付事業
2 .生活困窮者自立支援事業　自立相談支援事業、就労支援等　
3.日常生活自立支援事業(愛称 あすてらす)の実施

Ⅲ 在宅福祉サービス事業 ～民間事業者の参入しにくい地域への展開～
1.介護保険サービス
　① 介護保険事業（ホームヘルプサービス)　② 生活支援ホームヘルプサービス（えぷろんサービス）
2 .障害福祉サービス
　① 障害福祉サービス事業(居宅介護、重度訪問介護、同行援護、移動支援事業)　　　　　
　② 障害者児相談支援事業(サービス利用計画の作成 ほか) 
3.その他のサービス
　① 日常生活用具貸与事業（車いす、ギャッジベッド）　② リフト付き自動車貸出事業　
　③ 福祉サービス適正化事業

Ⅳ 法人の基盤強化事業
1.福祉のまちづくり市民参加運営事業　① 理事会、評議員会の開催　② 会員加入の促進
2 .基金・寄付事業　① 善意銀行の運営　② 地域福祉基金　③ 赤い羽根共同募金運動の推進
3.その他　① 大田原市福祉センターの管理運営

平成29年度
大田原市社会福祉協議会
収支予算

単位：千円

補助金
37.9％

人件費
61.3％

事業費
7.6％

事務費
4.2％

助成金
5.4％

退職手当積立
2.2％

ぎんなん基金・
善意銀行積立
0.1％

施設整備等による支出
0.8％

貸付事業費
0.4％

予備費
0.1％

区分間移動
17.9％

受託金
17.5％

介護保険
事業サービス
9.7％

障害福祉サービス事業
4.0％

ぎんなん基金取崩
6.7％

区分間移動
17.8％

会員会費
3.3％

寄附金
0.5％善意銀行取崩

0.2％

その他の収入
0.1％

受取利息配当金
0.5％

負担金収入
1.1％

事業収入
0.3％

貸付事業
0.4％

ちかその思いやり隊 会食会

ふくし共育研修会

赤い羽根共同募金

（2）（3）



（4）

　福祉委員は、各自治会長から推薦をしていただき、市社会福祉協議会が委嘱をしています。自治会長、民生委員児童委員、地区社会福祉協議会、地
域見守り組織と協力しながら地域の福祉活動をしています。
◯見守り活動　・声かけ訪問、電話での安否確認、外からの見守り（新聞、電気などの確認）、災害時や悪天候時（台風・大雪など）の声かけ・安否確認
　　　　　　　・地域で気になる方、心配な方がいる時は、自治会長や民生委員児童委員、市社会福祉協議会などへの連絡
◯地区社会福祉協議会活動　・食事サービスや、ふれあい広場等への参加　◯自治会活動　・敬老会、環境美化活動への参加

平成29年度の福祉委員を紹介します

平成29年度福祉委員・民生委員児童委員連絡会議
　市社協では、５月から７月にかけて、地区ご
とに「福祉委員・民生委員児童委員連絡会議」
を開催しています。
　この連絡会議は、地域で主に高齢者の見守
り活動や地域福祉活動を行っている福祉委
員の理解促進を図ることと、身近な相談役の
民生委員児童委員の皆さんとのつながりづ
くり、また、自分の地域について見つめ直し、
今後の地域福祉活動を円滑に進めることを
目的としています。

地　　　　区

湯津上

黒羽・須賀川

親園・佐久山

川西・両郷

金　田

野　崎

大田原東部

大田原西部・紫塚

５月１７日(水)

６月　５日(月)

６月１９日(月)

７月　５日（水）

７月１３日（木）

７月２０日(水)
７月３１日（月）

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30

13：30～15：30
13：30～15：30

市湯津上庁舎

黒羽・川西地区公民館

６月　１日（木） 13：30～15：30 佐久山地区公民館

黒羽・川西地区公民館

金田北地区公民館

野崎研修センター

東地区公民館
西地区公民館

　日時及び会場

月　　　　日 時　　　　間 会　　　　場
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？

　

養
成
講
座
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受
講
し
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後
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①「
与
一
い
き
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き
メ
イ
ト
」に
登
録

す
る
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③
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※

１
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対
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ス
タ

　

ン
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も
ら
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（
活
動
期
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平
成
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１
〜
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月
）た
ま
っ
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タ
ン
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ポ
イ

ン
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換
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育
て
支
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券
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す
る
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翌
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〜
３
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。

①
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一
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レ
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ー
シ
ョ
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参
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お
手
伝
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③
話
し
相
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茶
出
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④
行
事
の
お
手
伝
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等

●
い
き
い
き
活
動
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つ
け
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こ
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①
笑
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で
楽
し
く
介
護
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う

②
相
手
を
不
安
に
さ
せ
な
い

③
相
手
の
思
い
や
行
動
を
尊
重
し
、

　

で
き
る
こ
と
を
見
守
り
ま
し
ょ
う

④
活
動
中
に
知
り
得
た
個
人
情
報

は
、決
し
て
漏
ら
さ
な
い

⑤
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
あ
す

て
ら
す
に
携
わ
る
生
活
支
援
員

は
、利
用
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
相
談
や
情
報
提
供
、手
続
き
、

利
用
料
の
支
払
い
、ま
た
、年
金
や

福
祉
手
当
な
ど
の
受
け
取
り
に
必

要
な
手
続
き
、公
共
料
金
の
支
払

い
、生
活
費
の
払
い
戻
し
や
預
け
入

れ
な
ど
、本
人
に
同
行
し
た
り
、代

行
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
員
研
修
会
を
4
月

19
日（
水
）に
開
催
し
、13
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。今
回

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
き
、認
知
症
に
つ
い
て
、

改
め
て
勉
強
し
ま
し
た
。

あすてらす
日常生活自立支援事業

あなたの安心を
応援します!!

あ
す
て
ら
す

生
活
支
援
員
さ
ん
の

　

お
仕
事
と
は
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平成29年度 与一いきいきメイト養成講座 受講者募集！

　65歳以上の市民を対象とした介護支援ボランティアポイント制
度「与一いきいきポイント制度」による、「与一いきいきメイト養成
講座」受講者を募集します。
　この制度は、介護予防のためのボランティア活動「いきいき活
動」を通じで、高齢者の社会参加と介護予防の推進を図り、健康で
いきいきした地域社会づくりを推進することを目的としています。
また、「いきいき活動」をしてポイントをためると子育て支援券に
交換できます。
　与一いきいきメイトとは、養成講座を受け「いきいき活動」を行
う方のことです。

◇対象になる方（次のすべてにあてはまる方）
　市内に住所があり、①65歳以上で介護認定を受けていない方、
②介護保険料や市税等滞納がない方、③生活保護を受給していな
い方
◇定員　先着40名
◇申込先　市社協（巻末まで）
◇申込期間　6月6日（火）～6月23日（金）まで（午前8：30～午後5：15）

NO

１

２

３

４

５

６

７

　　　　日     程

7月25日（火）

8月8日（火）

8月24日（木）

9月7日（木）

9月21日（木）

9月25日（月）～11月17日（金）

11月21日（火）

　　　　内     容

開講式・介護予防　他

ボランティア活動　他

与一いきいき体操　他

リスク管理・運動　他

認知症について

いきいき活動実習

閉講式・修了証書交付　他

　 時     間

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～11:30

9:30～12:00

9:30～12:00

9:30～11:30

　　　   会     場

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

国際医療福祉大学 L棟５F

大田原東地区公民館

大田原東地区公民館

ほほえみセンター

大田原東地区公民館



～災害発生に備えて
　　平時の取組み～

日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 7/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 8/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

心配ごと相談日・市社協の主な行事予定

　

大
規
模
災
害
発
生
時
な

ど
に
、「
大
田
原
市
地
域
防

災
計
画
」に
基
づ
き
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
な
る

大
田
原
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
被

災
者
の
救
援
、
復
旧
・
復
興

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
で
は
、民
生
委

員
児
童
委
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協
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会
、那
須

野
ヶ
原
青
年
会
議
所
、市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
、大
田

原
市
、市
社
協
の
６
者
で
災

害
時
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
し
て
の

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

様
々
な
団
体
と
協
働
で
活

動
す
る
に
は
、平
時
か
ら
関

係
団
体
・
機
関
の
顔
の
見
え

る
つ
な
が
り
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、毎
年
連
絡

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
、3
月
30
日
に
開
催

し
た
連
絡
会
で
は
、各
団
体

の
日
頃
の
活
動
、災
害
発
生

時
に
で
き
る
こ
と
、災
害
に

備
え
て
平
時
に
や
っ
て
い
る

こ
と
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、被
災
情
報
や
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
る
方
法

等
の
課
題
が
あ
が
り
ま
し

た
。被
災
者
に
寄
り
添
う
支

援
が
で
き
る
よ
う
、体
制
づ

く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

災
害
復
旧
に
は
、住
民
の

皆
さ
ん
、
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
の
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災害ボランティアセンター
運営連絡会

黒 心配ごと

9時～正午

黒

心配ごと

13時〜16時

湯 心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

黒 心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

9時～正午

大

心配ごと

与一いきいき

メイト養成講座

与一いきいき

メイト養成講座

9時～正午

黒

心配ごと

9時～正午

山の日

大心配ごと

9時～正午

黒心配ごと

13時〜16時

湯

心配ごと

9時～正午

黒心配ごと

13時〜16時

湯

★心配ごと相談

★ボランティア相談

大田原
地　区 会　場 電話番号

湯津上
黒　羽

市福祉センター
佐良土多目的交流センター
市社協黒羽支所

23-1130
98-3715
54-1849

大

湯

黒

※民生委員児童委員が相談に応じます。 秘密は守れます。

「ボランティア活動したい」「ボランティア活動して欲しい」などの相談に市社協職員が
応じます。月曜日～金曜日午前9時～午後5時（祝祭日、年末年始除く）場所：市社協本所 
※人権相談・行政相談については、市広報紙・「大田原市ホームページ」
（http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/）をご覧ください。   
   

（6）

ぼくらのまちの

ウォークラリー

実行委員会

海の日



ボランティア情報紙「だいすき」 

例えば…こんな活動、こんなことから

ボランティア活動の心得

生活困窮者自立支援事業は、2年前の平成27年4月から全国的に生活に困る人への支援
として、関係機関が連携しながら支援を行っています。大田原市では、社会福祉協議会
が市から委託を受けて自立相談支援を実施しています。

　その 1　無理のない活動を
　　活動の時間にはゆとりをもち、生活に支障のない範囲で行いましょう。活動が重荷になり生活が崩
　れるなどあってはならないことです。
　その 2　活動には責任を持つ
　　ボランティアは相手があっての活動です。自分勝手に活動の時間を変更したり、一方的に辞めたり
　せず、責任をもって続けましょう。
　その 3　善意の押し付けにならない
　　「良いことができてよかった !」と感じるのは大切なことですが、相手はどう感じているでしょうか。
　ボランティアをする側、される側は平等です。お互い押し付けにならないようにしたいものですね。

ボランティア
募集中

（2）

　大田原市ボランティア連絡協議会黒羽支部では、5 月 19 日（金）総会の後に『生きづらさを抱える人への
ボランティアのかかわり』として研修会を開催しました。

ボランティア（わたしたち）にできること

“「知る」ことからはじめよう”　気にかけて、感じて！

　暮らしの中での問題が多様化し“生きづらさ”を抱えな
がら生活している人がいます。その方々の問題を解決す
るためには、既存の制度やサービスが当てはまらないこ
ともあります。一人一人困っていることが違えば、必要な
支援も変わってきます。
　困ったときに「助けて！」と言える社会を創るために必
要なことはどんなことかをボランティア同士が考え、地
域のつながりをもって暮らしていけるよう、意識を高め
生活出来るよう、関心をもつことの大切さを学びました。

子ども食堂での活動 フードバンクへ食糧提供 「こんな活動ができる」

熱心に聞き入る会員さん



ボランティア情報紙「だいすき」 

“もっと学生が社会へ！もっと学生の活動の場を！もっと学生が成長を！”を
掲げて活動しています。「必要とあらば、いつでも。可能であれば、どこでも、

ニーズがあれば、なんでも。」を合言葉に必要とされていることを探します。

　活動先の事情や背景、活動の目的を共有し、
相手に寄り添うことを忘れないようにしてい
ます。また、ボランティア同士、団体同士の横の
つながりを大切に、力を合わせて、できる活動
を増やしていこうと思います！

　被災地域にできるだけ多くの学生ボランティアを集められるよう、呼びかけます。
防災意識を向上させ、災害の記憶を風化させないよう努めます。

①いわき市での植林活動
　　東日本大震災の津波の影響で枯れてしまった海岸林の再生活動をしています。
　他大学や社会人の方とともに泊まり込みで活動することもあります。
②日光市でのサロン活動
　　一昨年発生した台風１８号の被害を受けた芹沢地区で、地域の絆を強めること
　を目的にサロンを開催しています。地域の人と一緒にご飯を作って食べるサロン
　は毎回好評です！

  　現在は主に災害支援活動をしていますが、学生の力を活かして、他にも地域から
　必要とされていることに取り組んでいこうと思います。

　市社協では、ボランティア活動をしたい方とボラン

ティア活動に来てほしい方をつないで、誰もが安心して

暮らせる地域づくりのため活動の輪を広げていきます。

　ボランティア活動とは、自分でできることを自分の意志で、周囲と協力しな

がら無償で行う活動です。出会いや喜び、感動などかけがえのないものを手に

することができます。興味のある方は、まずはお気軽にご相談ください！

ボランティア活動 はじめてみませんか？ ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

へ
の
加
入
も

お
忘
れ
な
く
！

（1）

国際医療福祉大学学生ボランティア
「Ｍotto（モット）」

平成２６年１１月１日設立　会員８４名

植林活動中…
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